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アートフェアの仕事 すどう美術館 髙橋玉恵

クレヨンと水彩絵具
　クレヨンや水彩絵具は出会いの早過ぎた幼い恋かもしれな
い。幼年期、使い勝手も思うにまかせずクレヨンの綺麗な箱
のセットがその日のうちに不揃いになった無惨な姿、独特の
非日常的な香りと感触。夢中で描きまくった最初の図画の表
と裏を記憶していますか。
　上手さを意識するようになって来た頃の水彩画時代を抜
け、美術を専門に学ぶ時代には旺盛な研究心が油絵に向け
られ、次第に深入りして行く。そのうち意識からクレヨン
画も水彩画も通過点として遠ざかり、表現の主材料として
画家の手に呼び戻されることはきわめて少ない。多くの
人々が幼児教育のプロセスの中でいやという程触れなが
ら、更なる好奇心へと継続して行くことも難しい。専門
店ですら油絵具がほとんどで、国民的画材とでも言って
いい筈のクレヨンや水彩絵具は遠慮がちに並んでいる。
色数も豊富にあって、無心に語り掛け、絵心を刺激して
いるではないか。油絵に精通した手と眼を休めて、ただ
通過してきただけだったクレヨンと水彩絵具に眼と手
を向けてみてはどうだろうか。使い熟されることもな
いままに何時か失ってしまったクレヨンと水彩絵具。
もう一度取り寄せて油絵具と同じようにパラレルに接
してみてはどうでしょうか。
　意識の外で長い時間止まったままでいたクレヨン
と水彩絵具を現在のあなたのすぐれた眼と手によっ
てあなたの中を動き出すチャンスを見つけてはどう
でしょうか。
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術
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八
月
十
五
日
︵
月
︶
か
ら
十
八
日
︵
木
︶

ま
で
岩
手
県
の
山
田
町
�
大
槌
町
を
中
心

に
三
月
十
一
日
の
大
震
災
の
被
災
地
に

行
�
て
き
ま
し
た
�

　

プ
ロ
ジ
�
ク
ト
の
﹁
被
災
地
で
美
術
作

品
の
展
示
や
ワ
�
ク
シ
�
�
プ
�
演
奏
家

の
コ
ン
サ
�
ト
な
ど
を
行
な
い
�
芸
術
を

通
じ
て
被
災
さ
れ
た
人
た
ち
の
心
に
�
生

き
る
勇
気
と
希
望
を
お
届
け
す
る
﹂
活
動

を
実
行
す
る
た
め
の
�
事
前
の
調
査
と
被

災
地
の
行
政
側
の
対
応
な
ど
を
確
認
す
る

の
が
目
的
で
す
�

　

岩
手
県
を
選
ん
だ
の
は
大
槌
町
や
山
田

町
の
被
害
が
大
き
か
�
た
こ
と
�
関
係
者

が
被
災
者
に
な
�
て
い
た
こ
と
な
ど
で
�

と
に
角
そ
こ
へ
行
�
て
見
る
こ
と
に
し
た

の
で
す
�

　

同
行
者
は
四
人
の
プ
ロ
ジ
�
ク
ト
メ
ン

バ
�
で
し
た
が
�
他
に
現
地
で
﹁N

PO

法

人
復
興
岩
手
大
槌
町
﹂
理
事
長
就
任
予
定

の
松
井
憲
一
さ
ん
と
合
流
�
被
災
地
の
現

状
に
つ
い
て
の
ご
説
明
を
い
た
だ
く
と
と

も
に
�
案
内
役
も
引
き
受
け
て
い
た
だ
き

ま
し
た
�

　

震
災
後
五
か
月
経
�
た
の
に
�
特
に
大

槌
で
は
ま
だ
ま
だ
瓦
礫
の
山
で
し
た
し
�

山
田
の
ほ
か
�
足
を
伸
ば
し
て
見
た
釜
石
�

被災者と芸術活動 朝比奈 賢
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個
展
に
思
う

　

す
ど
う
美
術
館
の
仕
事
と
同
じ
よ
う
に
私
に
と
っ

て
大
切
な
こ
と
は
、
作
品
を
つ
く
る
こ
と
だ
。
美
術

館
の
仕
事
と
作
品
制
作
は
、
自
分
の
中
で
対
極
に
あ

る
が
、
そ
の
両
方
が
あ
っ
て
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い

る
よ
う
に
感
じ
て
い
る
。

　

今
年
は
、
８
月
末
か
ら
の
個
展
の
制
作
時
期
と
、

美
術
館
の
仕
事
が
忙
し
い
時
期
と
が
重
な
り
、
時
間

を
い
か
に
工
夫
し
て
作
る
か
、
あ
ら
た
め
て
考
え
さ

せ
ら
れ
た
。
そ
ん
な
時
、
あ
る
芸
術
家
の
「
制
作
し

て
い
な
い
時
間
の
過
ご
し
方
が
大
切
」
と
い
う
言
葉

を
思
い
出
し
て
い
た
。
日
々
の
全
て
が
作
品
に
つ
な

が
る
、
と
い
う
こ
と
だ
。
い
つ
も
そ
う
い
う
意
識
を

持
っ
て
い
れ
ば
、
作
っ
て
い
な
い
時
間
も
制
作
の
た

め
の
蓄
積
と
な
る
の
だ
と
思
っ
た
。

　

自
分
の
作
品
が
展
示
さ
れ
た
す
ど
う
美
術
館
は
、

作
品
を
制
作
す
る
内
へ
向
か
う
自
分
と
、
美
術
館
の

仕
事
を
す
る
外
へ
向
か
う
自
分
と
が
、
１
つ
の
場
所

で
交
錯
す
る
よ
う
な
不
思
議
な
感
覚
だ
っ
た
。
そ
し

て
、
こ
こ
で
出
会
う
作
品
や
い
ろ
い
ろ
な
人
と
の
交

流
が
、
制
作
し
て
い
く
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
っ

て
い
る
こ
と
を
、
あ
ら
た
め
て
実
感
し
た
。
美
術
館

の
仕
事
と
作
品
制
作
、
お
互
い
が
プ
ラ
ス
に
な
る
よ

う
に
、
日
々
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
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　東日本げんきアートプロ
ジェクトのメンバー 5名で、8
月 15 日から 4日間、岩手県の
大槌町と山田町を訪れました。
どちらの町も津波の被害は甚
大で、まるで、戦争で破壊し
尽くされたように、見渡すか
ぎり何もない焼け野原のよう
な光景が広がっていました。
初めてこの地を訪れたのは震
災前のお正月のことでした。
あの楽しい時間を過ごした松
井さんのお宅も、コンクリー
トの礎石だけを残して根こそ
ぎ流されていました。目も眩
むような落差です。震災から
5ヶ月、自衛隊の活動もあっ
て瓦礫の撤去はかなり進んで
おり、表面上は落ち着きを取
り戻しているようにも見えま
す。しかし、巨大津波に当た
り前の日常を奪われた人々は
誰もが深く傷ついているよう
に見受けられ、物心共の復興
には大変な時間が掛かりそう
です。
　山田町・生涯学習課の小成
勝也さんによりますと、被災
状況には地域差があり、さら
に個人差もあって、落ち込み
が激しいひともいれば、そろ
そろ何かやりたいという意欲

童画のこと　深澤省三のこと
　45年前、大学の講義でデッサンの手ほどきをしてくださっ
たのが「赤い鳥」（鈴木三重吉主宰、大正 7年発行）の挿画家
深澤省三さん（1899～2003）であった。深澤さんについて
は何も知らないまま石神井公園近くのアトリエに伺い色々と
見聞きをしているうちに戦前戦後を通じて多くの絵本や雑誌
などに筆を執っていられることを知った。手元に保存されて
いる原画を拝見することが出来た。そして驚嘆としか言い
ようのない感動に襲われた。卓越した素描力、美しい色遣い、
小気味のいいリズム、大胆な誇張を感じさせない実在感、
モデルの多様な表情など童画の原画として押入れに仕舞っ
ておいてはならない絵画作品に他ならなかった。大変なも
のを見てしまった興奮が沸々と湧いてきた。
　さてさてその後、何度もアトリエを訪ねることになっ
たが、童画は生活のための副業であって油絵画家として
の立場を崩すことはなかった。それでも 50年間以上も
技術の全てを傾注してきた童画世界は深澤さんの画歴に
とって決して欠くことの出来ない表現世界として考える
べきであることを何度となく進言し、「深澤省三童画の
世界五十年」（昭和 63年）を実現させることができた。
「赤い鳥」、「岩手日報」、「キンダーブック」、「子供之友」
などに掲載された童画の原稿など約 500点を展示す
ることができたが、初日、深澤さんは会場に入るなり
千変万化の表現に、いきなり「これって誰の作品！」
と言ってみんなを笑わせると「上手いもんだネ～！」
と発して静かに見入られてしまった。
　これで童画も芸術になったと確信できた。

こんな話でよかったら (11) 仙仁司
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（被災地実情調査および行政との打ち合わせ）が戻ってきているひともいる
とのこと。そして、芸術活動
を必要としているのは、その
中間の、何かきっかけがあれ
ば立ち直れそうな方々だそう
です。震災以来、未曾有の被
害への対応に忙殺され、民謡
や踊りなどのイベントがあっ
てもなかなか参加する気にな
れなかったのも当然でしょう。
しかし、思い切って出てみる
と、必ず、「よかった、よかっ
た…」と口を揃えて喜ばれる
とのこと。少しでもいいから
何か別のことに没頭し、「ゆる
み」の時間を持つことができ
れば、緊張しきった心が大き
く回復するようです。
　ボランティアが企画したイ
ベントや祭りに参加するさま
ざまな町民をみてきた小成さ
んの感想がとても印象に残り
ました。「被災者の方々は、芸
術活動に飢えています」。私た
ちは、皆さんが少しでも元気
が取り戻せるよう、アート・
音楽のプロジェクトを現地の
皆さんと連絡を取りつつ、し
かし、決して無理強いするこ
とのないスタンスで企画して
いきたいと思います。

宮
古
の
街
も
そ
れ
ぞ
れ
差
は
あ
る
に
し
て

も
�
被
災
の
大
き
な
爪
あ
と
が
残
�
て
い
て
�

テ
レ
ビ
等
で
見
て
い
る
の
と
違
う
衝
撃
を
受

け
ま
し
た
�

　

行
政
の
方
と
お
会
い
し
た
の
は
山
田
町
と

大
槌
町
で
し
た
が
�
い
ず
れ
も
生
涯
学
習
課

が
文
化
関
係
の
担
当
で
�
前
者
は
小
成
勝
也

社
会
教
育
主
事
�
後
者
は
佐
々
木
健
課
長
が

応
対
し
て
く
れ
ま
し
た
�

　

い
ず
れ
も
被
災
地
で
の
美
術
や
音
楽
等
に

よ
る
支
援
に
つ
い
て
�
そ
の
必
要
性
を
痛
感

さ
れ
て
お
り
�
ぜ
ひ
お
願
い
し
た
い
�﹁
ウ

エ
ル
カ
ム
﹂
と
い
う
こ
と
で
�
正
式
な
提
案

書
の
提
出
を
依
頼
さ
れ
ま
し
た
�
時
期
に
つ

い
て
は
現
地
の
状
況
か
ら
来
年
四
月
ご
ろ
に

な
り
そ
う
で
す
�

　

大
槌
で
は
他
に
�
町
議
会
の
議
員
さ
ん
�

ボ
ラ
ン
テ
�
ア
活
動
を
さ
れ
て
い
る
方
�
被

災
者
の
方
�
被
災
を
免
れ
た
方
な
ど
に
も
お

会
い
し
�
災
害
の
状
況
や
復
興
へ
の
思
い
な

ど
も
お
聞
き
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
�

持
�
て
い
�
た
慰
問
の
品
も
関
係
者
を
通
じ

幼
稚
園
や
保
育
園
の
子
ど
も
に
渡
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
�

　

今
回
の
訪
問
は
�
被
災
地
の
実
情
が
い
ろ

い
ろ
わ
か
り
�
こ
れ
か
ら
の
活
動
を
行
な
う

う
え
で
大
き
な
意
味
が
あ
�
た
と
思
�
て
い

ま
す
�
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昨
年
七
月
、
小
田
原
市
の
加
藤
市
長

に
す
ど
う
美
術
館
か
ら
提
案
書
を
お
持

ち
し
、
趣
旨
を
ご
説
明
の
う
え
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
て
始
ま
っ
た
「
西
湘
地

区
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
イ
ン
レ
ジ
デ
ン
ス
」。

　

お
か
げ
で
、V

O
CA

展
な
ど
芸
術
の

向
上
に
力
を
入
れ
て
い
る
第
一
生
命
や

そ
の
他
の
企
業
、
朝
日
新
聞
文
化
財
団
、

多
く
の
個
人
の
方
た
ち
の
協
賛
が
あ

り
、
そ
れ
に
小
田
原
市
が
南
足
柄
市
と

の
連
合
で
申
請
い
た
だ
い
た
、
神
奈
川

県
市
町
村
振
興
協
会
の
助
成
金
の
交
付

決
定
も
あ
っ
て
、
な
ん
と
か
資
金
面
の

目
途
も
つ
い
て
き
て
、
今
、
力
強
く
実

施
に
向
か
っ
て
諸
準
備
を
進
め
て
い

る
。

　

こ
の
レ
ジ
デ
ン
ス
の
目
的
は
世
界
的

な
視
野
に
立
っ
て
、
芸
術
の
発
展
、
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
育
成
、
支
援
、
そ
し
て
市

民
と
の
交
流
な
ど
を
図
る
こ
と
で
あ

り
、
一
回
目
の
今
年
は
十
一
月
七
日
か

ら
十
八
日
ま
で
、
国
内
外
の
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
十
二
名
を
招
待
し
、
市
内
の
ホ
テ

ル
に
滞
在
、
作
品
を
制
作
し
て
い
た
だ

く
。

　

す
で
に
、
滞
在
ホ
テ
ル
も
制
作
場
所

忙
し
く
そ
し
て
暑
か
っ
た
夏
も

終
わ
り
ま
し
た
。
地
震
津
波
原

発
、
台
風
豪
雨
、
私
た
ち
を
取

り
ま
く
地
球
環
境
は
確
実
に
変

わ
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
原
発

は
人
災
で
す
。Ｓ
Ｆ
作
家
小
松

左
京
さ
ん
は
「
こ
の
よ
う
な
日

本
に
し
た
の
は
我
々
年
代
の
責

任
で
す
。
若
い
人
達
に
申
し
訳

な
い
」
と
亡
く
な
る
間
際
に
言

わ
れ
た
そ
う
で
す
。
重
い
言
葉

で
し
た
。

音
楽
や
美
術
の
活
動
で
少
し
で

も
生
き
る
勇
気
を
持
っ
て
も
ら

え
る
こ
と
も
大
切
で
す
が
、
私

自
身
も
、
こ
の
現
実
を
ど
う
受

け
止
め
、
ど
う
生
き
て
い
く
か

考
え
て
い
ま
す
。　　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

須
藤
紀
子

AQUAクラブ入会のご案内
年会費　
 一般会員　　3,000 円　　
 特別会員　　10,000 円　
 法人会員　　50,000 円　　　入会随時
 納入方法ご来館時または郵便振込みでお願いします
・郵便振込み　No.00270-7-97439
・加入者名　　すどう美術館友の会　「AQUAクラブ」

ギャラリィ無有斎 展覧会のお知らせ
金土日のみ開廊　11：00 ～ 19：00

（最終日～ 17:00）
（東京都江東区牡丹 3－32－2）
マルティン ファウゼル展

3月 11 日（金）～ 27 日（日）
大矢雅章展

4月 1日（金）～ 24 日（日）

「西湘地区アーティスト イン レジデン
ス」協賛のお願い
本年１１月、国内外からアーティストを招待し芸術支援
を行なう「西湘地区アーティスト イン レジデンス」に
協賛いただければ幸いです。（実行委員会事務局 すどう
美術館）
 
・個人協賛金　　一口　 5,000 円（5,000 円以下の小額
でもお受けします）
・企業団体協賛金    一口　50,000 円
※ご協賛いただきました企業団体等には、ご希望により
レジデンスで制作された作品を贈呈します。
 
（振込口座）　口座名義　西湘地区アーティスト イン レ
ジデンス
①みずほ銀行　小田原支店　普通口座　２８９８２９１
②さがみ信用金庫　富水支店  普通口座  ０８７２４１０

　すどう美術館の館長とは、
館長が第一生命保険の要職に
ついていたときからのお付き
合いで、お互いに髪の毛がふ
さふさしていた頃だったと思
います？このたび八田さんが
残念にも病気でお亡くなりに
なり、館長から後任のご指名
があり、すどう美術館友の会
「AQUAクラブ」の会長をさ
せていただくこととなりまし
た。前任の八田さんは温厚な
ジェントルマンで、AQUA色
の心を持ち、須藤ご夫妻と澄
んだおつき合いをなされてい
たと推察しております。私も
そのようなおつき合いを、す
どう美術館の方々および
AQUAクラブの方々とできれ
ば、最高の喜びと思い、引き
受けることと致しました。
　私のアートとの出会いは ,
30 歳になりたての 1973 年
に、仕事でニューヨークに赴
任したとき、冬の夜が長いと
ころで、酒とバラの日々ばか
りを送ると、体に良くないと
思い、インドアテニスと自己
流で油絵を描き始めたこと
と、姉の知人がソーホー地区
で画家をしており、その仲間
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の新進気鋭の若い画家達の熱
気あるアート作品を数々見て
感動したことでした。1989
年に二度目のニューヨーク赴
任で、マンハッタンに住み、
週末には、メトロポリタン
ミュージアム、近代美術館、
グッゲンハイム、ホィット
ニーミュージアムなどを訪
れ、いろいろなアート作品を
見る機会に恵まれました。
　すどう美術館が箱根に近い
富水に移られ、皆さんの素晴
らしい作品を見る機会が増え
ました。と申しますのは、私
は無類の酒と温泉好きで箱根
の湯本にある日帰り温泉に行
く機会が多く、その帰りにす
どう美術館に立ち寄り、作品
を眺めながら , 館長といっぱ
いやるのが楽しみとなってお
ります。
　アートとは、音が空気の振
動で、色が光の振動で、詩が
言葉の振動なら、「アートは
時空を超えたこころの振動」
と思っております。
　AQUA　TIMEZ の「１００
０の夜をこえて」を聴きなが
らーーー伊藤聖治

よ志
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巡
回
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化
会
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決
ま
っ
た
。

期
間
中
、
午
後
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制
作
現

場
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す
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り
、
ま
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学
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シ
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る
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ら
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な
お
、
少
し
時
間
は
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か
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企
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を
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